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    李徳懋の記録から 
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1 鄭敬珍「一七六四年の朝鮮通信使からみる庶孼文人、「蒹葭雅集図」制作の過程と大坂文人たちとの交遊」『日本研究』第
















































  （李德懋、「成士執大中」、「雅亭遺稿」巻八（『青荘館全書』巻十六に収録）） 


































































































































粉素遥開海外光 浪華雲物尙余香 蒹葭隠約湖中舶 図史横縦竹裏房 

































































12 朝鮮社会の王権と結びつき権力を振るう勢道家門の代表格であった安東・金氏家は 17 世紀から政治的権力の中心にあっ
ただけでなく、漢陽（今のソウル）の文芸活動を牽引する家として知られている。安東金氏家については、이경구イキョン










ほど、多数の科挙合格者を輩出していた。具体的には、16 世孫・成琬から 22 世孫・成駿英（ソンジュンヨン・
1817∼1835）に至るまで、いずれの代においても科挙の合格者を輩出し、のべ 15 人が合格している。손혜리




科挙試験では成大中をはじめ科挙を受けた 4 人全員が合格している。その後、1774 年には成大中が中心とな

























                                                          
13 青城之名文鄕者由詩社始、昔在英宗戊辰鄕中耆宿、以功令業結社、課少長業旣成。（成海応、｢詩社記｣、『研経斎全集続集』
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